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充

之

一
、
法
然
(
一

三
二
-
三

二
)
が
元
久
元
年
(
一
二
〇
四
)
に
、
叡

山
に
提
出

し
た

「
七
箇
条
起
請
文
」

の
第
七
条
に
は

「自
ら
仏
教
に
非

い
つ
わ

ざ
る
邪
法
を
説
い
て
正
法
と
為
し
、
偽

っ
て
師
範
の
説
な
り
と
号
す
る

こ
と
を
停

止
す
可
し
。」
等
と
述
べ
、
そ
の
門
人
と
号
す
る
念
仏

の
上

人
等
を
誠
め
、
自
誠
の
起
請
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法
然
入

滅

の
直
後
に
、
『
選
択
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
や
、
そ
れ
を
直
ち
に
読
み
、

同
建
暦

二
年

(
三

二
)
十

一
月
下
旬
に
草
し
た
高
弁

(
一
一
七
三
-

ざ
い
じ
や
り
ん

一
二
三
二
)
の

『擢
邪
輪
』
に
は
、
法
無
我

・
平
等

・
本
来
自
性
空

心

を
、
そ
の
性
と
な
す
菩
提
心
を
強
く
排
除
す
る

『
選
択
集
』
の
浄
土
教

の
主
張

は
、
性
有
の
外
道
で
あ
り
、
数
論
外
道
の
説
に
同
ず
る
、
仏
法

に
非
ざ
る
邪
説
で
あ
る
と
、
批
判
し
て
い
る
(浄
全
八
、
p
.
 
6
9
7

以
下
、
p
.

7
0
9.
p
.
7
2
8

以
下
、
p
.
7
5
0
.
 
p
.
 
7
7
2

等
参
)。

法
然
が
、
大
乗
仏
教
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
所
属
と
す
る
天
台
を
中

心
に
広
汎

な
理
解
を
も
つ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の

『
大
経
釈
』
や

『
観

経
釈
』
・
『逆
修
説
法
』

(特
に
古
本

『漢
語
灯
』
巻
八
の
四
七
日
説
法
下
参
)

・
『浄
土
初
学
抄
』
(古
本

『漢
語
灯
』
巻
十
)
や

『
三
部
経
大
意
』
(金
沢

文
庫
本

・
高
田
専
修
寺
本
)
・
『
往
生
大
要
抄
』
(『
和
語
灯
』
巻

一
)
及
び
、

主
著

『
選
択
集
』
の
第

一
・
十

一
・
十
二
章
な
ど
の
、
仏
教
各
宗
に
つ

い
て
の
理
解
を
汎
く
示
す

一
端
に
顧
み
る
も
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
高

弁
な
ど
に
勝
る
と
も
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
た

だ
、
高
弁
や
道
元
な
ど

と
同
様
に
見
出
さ
し
め
ら
れ
る
、
そ
の
熱
烈
な
大
乗
仏
教
者
的
な
宗
教

的
態
度
の
徹
底
化
は
、
「聖
道
門
ノ
修
行

ハ
智
慧

ヲ
極
メ
テ
生
死

ヲ
離

レ
、
浄
土
門

ノ
修
行

ハ
愚
痴

二
還
リ
テ
極
楽

二
生
ル
ト
。」
(『和
語
灯
』

五
、
『西
方
指
南
抄
』
下
本

・
『醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』
)
と
い
つ
た
、
聖
者

道
的
な
自
力
修
行
道
の
徹
底
化

・
そ
の
透
過
を

経
て
の
、
凡
夫
救
済
実

践
的
な
他
力
念
仏
実
践
の
浄
土
門
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ

は
、
人
間
存
在

の
現
実
を
直
視
し
て
、
大
乗
仏
教

的
な
究
極
的
実
践

が
、
自
力
修
行
道
的
で
あ
る
べ
き
か
、
他
力
念

仏
救
済
実
践
道
的
で
あ

る
べ
き
か
の
、
大
い
な
る
実
践
的
課
題
を
、
日
本
仏
教
界
に
提
示
す
る

も
の
で
あ
つ
た
。

か
よ
う
な
実
践
的
な
課
題
は
、
大
乗
仏
教

へ
の
熱
烈
な
実
践
的
理
解

を
深
く
す
る
法
然
に
よ
つ
て
始
め
て
、
日
本
仏
教
界

へ
提
示
さ
れ
て
き
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た
と
云

つ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
亦
そ
れ
を
反
論
す
る
『擢
邪
輪
』

の
如
き
が
書
か
れ
て
く
る
こ
と
も
、
高
弁
の
如
き
、
熱
烈
な
大
乗
仏
教

的
実
践
的
理
解
者
が
あ

つ
て
始
め
て
可
能
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
意
味

で
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
な
ど
よ
り
の
仏
教
の
受
容
の
実

践
的
な
本
格
化
は
、
そ
の
受
容
後
五
百
年
位
を
経
た
、

こ
れ
等
の
鎌
倉

仏
教
者
の
上
に
、
始
め
て
見
出
さ
れ
う
る
と
、
い
つ
て
よ
い
か
と
も
付

度
さ
れ
る
。

二
、
然

る
に
、
か
よ
う
な
大
乗
仏
教
に
お
け
る
浄
土
教
確
立
化
の
問

題
は
、
日
本
仏
教
の
母
国
で
あ
る
中
国
に
お
い
て
は
、
既
に
早
く
よ
り

提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い

て
も
、
か
よ
う
な
課
題
は
、
そ
の
仏
教
受
容
後
、
五
百
年
位
を
経
た
時

期
で
あ
る

こ
と
が
、
同
様
に
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
先
ず
、
曇
鷺
(四
七
六
-
五
五
〇
?
)
の

『
往
生
論
註
』
な
ど

の
上
に
注
意
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
上
巻
の
始
め
に
お
い
て
、
天
(
世
)
親

ス
ル

ヲ

の

『
浄
土
論
』
に

「
願
二
生

安
楽
国
こ

と
い
つ
て
い
る

「願

生
」
と

い
つ
た
よ
う
な
実
践
は
、
大
乗
諸
経
論
の
中
に
衆
生
は
畢
寛
無
生
に
し

て
虚
空
の
如
し
と
説
い
て
い
る
如
き
に
反
し
、
実
の
生
死

・
実

の
衆
生

あ
り
、
と

い
つ
た
実
滅

・
実
生
の
実
有
の
見

に
堕

す
る

の
で
は
な

い

か
、
と
の
課
題
を
提
起

し
て
、
天
親
が
「願
生
」
と
い
つ
て
い
る
の
は
、

因
縁
生
を
本
義
と
す
る
の
で
あ

つ
て
、
「
生
」
と
は
因
縁
生
の
意
味

で
仮

り
に
生
と
名
づ
け
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
、
要
は
、
迷

い
の
稼
土
の

因
縁
生
仮
名
の
人
が
悟
り
の
浄
土
の
因
縁
生
仮
名

の
人
た
ら
し
め
ら
れ

る
因
縁
生
の
意
味
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
竜

樹
の

『
十
二
門
論
』

の

「観

一
異
門
」
や

『
中
論
』
の

「観
因
果
品
」
な
ど
に
、
そ
の
辺
の

意
向
は
詳
論
さ
れ
て
い
る
、
と
解
答
す
る
如
き
問
答
に
窺
わ
れ
て
く
る
。

『
論
註
』
で
は
、
浄
土
願
生
と
い
つ
た
浄
土
教
的
な
念
仏
願
生
の
実
践

が
、
本
質
的
に
は
、
羅
什
な
ど
の
訳
し
た
竜
樹

の
大
乗
仏
教
的
な
、
諸

法
因
縁
生

・
空
無
我
縁
起

・
無
自
性

・
無
固
定

の
本
義
に
反
し
て
い
な

い
、
か
よ
う
な
本
義
に
叶

つ
て
い
る
実
践
で
あ
る

こ
と
を
釈
明
し
強
調

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
下
巻
の
国
土
十
七
種
荘
厳

の
釈

の
終
り
に
お
い
て
、
所
謂
、
釈
疑
生
信
章

の
釈
を
展
開
し
て
、
か

の
浄
土

は
是
れ
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
本
願
の
無
生
の
生
界
で
あ

つ
て
、
願
生
と

こ
こ
ろ

い
う
の
は

一
応
得
生
者
の
情
に
従

つ
た
ま
で
で
、
そ
の
本
義
に
つ
け
ば
、

ま
こ
と
 

る

旬
に
因
縁
生
、
無
生
の
意
味
で
あ
る
、
と
い
つ
た
如
き
釈
明
を
屡

々
述

べ
る
如
き
、
亦
同
様
の
所
見
を
力
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
浄
土
願
生
と
い
つ
た
実
践
が
、
如
何
に
、
大
乗
仏
教
的

な
、
諸
法
空
無
我

・
因
縁
生
縁
起
と
い
つ
た
実

践
理
念

の
場
に
お
い
て

は
、
早
く
よ
り
問
題
視
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
を
、
容
易

に
付
度

せ
し
め
ら
れ
う
る
。
か
よ
う
な
課
題
の
意
向
を
承
け
、
よ
り
本
格
的
に

と
り
く

取
組
ま
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
は
、
道
紳

(五
六
ニ
ー
六
四
五
)
の

『
安

楽
集
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
独
自
の
有
相
無
相

ポ
真
俗
二
諦
論
を
農

開
し
て
解
答
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
第

一
大
門
第
八
凡
聖
通
往
章

下
で
、
『論
註
』
下
巻

の
二
種
法
身
論
を
引
き

「
も
し
無
相
離
念
を
体
と

為
す
と
知
て
而
も
縁

(
有
相
)
中
に
往
く
こ
と
を
求
む
る
者
は
多
く
上

大
乗
仏
教
に
お
け
る
浄
土
教
独
立
化
の
問
題

(石
 
田
)
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仏
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(石
 
田
)

た
お

 
た
ホ

輩
の
生
な
る
べ
し
。
…
…
但

能
く
、
生
無
生
を
知
て
二
諦
に
違
わ
ず
ば

多
く
上
輩

の
生
に
落
在
す
べ
し
。」
と
か
、
第
二
大
門
第

一
発

菩
提
心

ウ
い

を
明
す
下

の
第
四
問
答
解
釈
下
で

「行
者
修
行
し
て
往
て
求
む
る
を
知

り
よ
う
り
ょ
う

 な

る
と
錐
も
、
了

了

に
理
体
求
む
る
こ
と
無
き
を
識
知
し
て
、
伍
ほ
仮

つ
ぶ

名
を
壊
せ
ず
。
こ
の
故
に
備
さ
に
万
行
を
修
す
る
が
故
に
能
く
感
ず
る

な
り
。
…
…
不
行
に
し
て
行
ず
る
は
二
諦
の
大
道
理
に
違

せ
ざ
る
な

ス

ヲ

ニ
 

ス

ノ

り

。
」

と

か
、

同
第

二
破

二
異

見

邪

執

一
の
下

の
、

第

一
破

二
大

乗

無
相

妄

ヲ執

一下
に
て
「
理
、
無
生
な
り
と
錐
も
、
然
も
二
諦
の
道
理
、
縁
求
無
き

に
非
ず
。

一
切
往
生
を
得
る
な
り
つ
是

の
故
に
維
摩
経
に
云
わ
く
…
」

等
と
弁
ず

る
如
き

(第
二
大
門
第
三
広
施
問
答
下
参
照
)、
そ
こ
に
は
、
我

々
有
相
の
凡
夫
は
、
此
彼
二
土
差
別
の
有
相
俗
諦
の
浄
土
願
生
と
い
つ

た
縁
を
通
し
て
、
無
相
縁
起
因
縁
生
と
い
つ
た
大
乗
仏
教
の
真
諦

.・
法

性
の
真
実

理
念
に
到
達
す
る
外
、
証
悟
を
う
る
実
践
道
が
な
い
で
は
な

い
か
、
と

い
つ
た
解
答
に
よ
つ
て
、
浄
土
教
的
な
念
仏
願
生
の
主
張
が

強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
傾
向
を
承
け
る
弟
子
の
善
導
(
-
六八

一
)
に
至

つ
て
は
、

浄
土
願
生
的
念
仏
実
践
道
の
確
立
は
当
然
視
さ
れ
て
、
道
緯
に
み
た
如

き
、
有
相
無
相

・
真
俗
二
諦
論
の
如
き
は
全
く
出
さ
れ
て
こ
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
中
国
浄
土
教

の
大
勢
は
大
乗
仏
教
的
な
無

相
離
念

・
縁
起
因
縁
生
な
る
根
本
理
念
に
顧
慮

が
強
く
、
『論

註
』
や

『安
楽
集
』

の
意
向
を
承
け
る
伝
天
台
作

の

『
浄
土
十
疑
論
』
 
(第
二

疑
に
注
意
)
の
浄
土
教
的
な
主
張
を
始
め
、
法
照

(1
八
二
二
頃
)
の
台
禅

浄

一
致
的
な
浄
土
念
仏
の
主
張

・
延
寿
(1
九
七
五
)
の
『
万
善
同
帰
集
』

の
禅
浄

一
致

・
理
事
讐
修
の
主
張
や
更
に
元
照

(1

一
=

六
)
の

『
観

・
小
二
経
疏
』
の
台
浄

一
致

・
理
事
円
融
の
中
道

の
念
仏
の
実
践
の
主

張
な
ど
、
浄
土
教
的
な
有
相
的
念
仏
願
生
の
実
践

の
場
に
、
大
乗
仏
教

的
な
無
相
理
念
の
実
践
的
把
提

の
場
が
強
力
に
打
出
さ
れ
て
く
る
こ
と

が
注
意
せ
し
め
ら
れ
る
。
結
局
、
そ
れ
は
台
浄

一
致
と
か
禅
浄

一
致
と

か
称
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
浄
土
教
的
な
実
践
の
形
成
に
終

つ
て
い
る
。

三
、
し
か
し
、
『論
註
』
や

『
安
楽
』

へ
と
展
開
さ
れ
、
善

導

の
諸

疏
に
立
至

つ
た
浄
土
教
確
立
の
動
向
は
、
大
乗
仏
教
的
な
無
相
離
念
の

場
を
基
底
と
す
る
と
は
い
え
、
有
相
的
な
凡
夫
的
な
浄
土
念
仏
願
生
の

実
践
道
の
実
践
的
な
徹
底
し
た
確
立
に
、
そ
の
動
向
が
方
向
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
か
よ
う
な
動
向

の
頂
点
に
立

つ
も

の

は
、
確
か
に
、
中
国
で
は
、
善
導
の
主
張
で
あ

る

こ
と
が
注
意
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
後
に
、
日
本
の
法
然
が
特
に
善
導
の
主

張
に
注
目
し
、
そ
の
主
張

の
実
践
的
な
徹
底
化

に
終
始
し
、
大
乗
仏
教

的
な
、
凡
夫
道
的
実
践
道
の
確
立
と
独
立
を
結
果
し
て
き
た
こ
と
は
、

汎
く
は
仏
教
更
に
大
乗
仏
教

の
宗
教
的
な
仏
教
的
実
践
の
展
開

と
し
て

極
め
て
意
義
深
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
人
間

存
在

の
現
実
は
余
り
に
も
固
我
的
で
あ
り
、
凡
夫
有
相
的
で
あ
り
、
迷

妄
的
で
あ
り
す
ぎ
る

こ
と
が
体
認
さ
れ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

か
よ
う
な
意
味
で
は
、
曇
黛

・
道
緯

・
善
導
路
線
を
承
け
る
法
然

の

選
択
本
願
他
力
念
仏

一
行
専
修
を
主
唱
し
て
の
浄

土
教

・
浄
土

一
門
の
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独
立
化

の
提
唱
は
極
め
て
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
大
乗
仏

教
の
、
最

も
実
践
的
な
現
実
的
な
具
体
化
を
み
た
も
の
と
も
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
主
張
は
、
主
著

『
選
択
集
』
を
中
心
と
す
る
遺

著

・
諸
法
語
な
ど
に
よ
る
限
り
、
必
ず
し
も
完
結
的
に
終

つ
て
い
な
い

憾
が
深

い
。
特
に
、
大
乗
仏
教
的
な
基
盤
理
念
よ
り
出
さ
れ
て
く
る
、

曇
鷺
や
道
紳
な
ど
以
下
中
国
の
浄
土
教
者
的
傾
向
の
諸
師
の
懸
念
し
て

き
た
、
上
述
の
如
き
浄
土
教
的
実
践
道

へ
の
課
題
の
顧
慮

・
解
答
の
点

に
関
し
て
で
あ
る
。
実
践
よ
り
実
践
に
終
始
し
た
法
然
に
と
つ
て
、
か

い
と
ま

よ

う
な

点

へ
の
顧

慮

は
必

要

で
な

く

、

又

そ

の
よ
う

な

解

答

の
暇

は

な

か

つ
た

か
も
知

れ

な

い
。

し

か

し
、

そ

れ

は
、

上

に
言

及

し

た

『
推

邪

輪

』

の
反

論

の
如

き
を

受

け

ざ

る
を

得

な

か

つ
た

の

で
あ

る
。

か

よ
う

な

点

に

つ
い

て

の
解

答

は
、

結

局

、

法

然

門

下

の
、
弁

長

の

阿
弥

陀

仏

一
乗

・

一
法

・

一
心
観

(
『
宗
要
集
』
、

『
徹

選

択
』
『
識

知
浄

土

論
』
)
と

か
、

証

空

の
弥
陀

理

性

法

界

身

遍

満

説

(『
観
経
疏

大

意
』
、
『
証

得
往
生
義
』
、
『
観
門
義
』
、
『
他
筆
紗
』
等
)

特

に
親

鷺

の

本

願

一
乗

・
円

融

名

号
法

界

身

・
自

然

法

爾

・
他

力

廻

向

説

(
『
教
行
信
証
』
、
『
唯
信
文
意
』
、

『
一
多
証
文
』
、
『
和
讃
』
、
『
自
然
法
爾
章
』
等
)

な

ど

の
、

本

願

他

力

念

仏

専

修

説

の
提

唱

に
侯

た

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た
。

(
文
部
省
科
学
研
究
費

助

成
綜
合
研

究
A
に
よ

る
研
究
)

(
竜
谷
大
学
名
誉
教
授

・
文
学
博

士
)

大
乗
仏
教
に
お
け
る
浄

土
教
独
立
化

の
問
題

(
石
 
田
)
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